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１　本学が授与する修士（建築）の学位授与の条件となる修士研究（論文・設計）が 

　　満たすべき水準 

論文 

①建築学に関する専門的な知識と、学問的知識体系に対して学術的貢献を果たす研究力を備え

ていることを証明するに足るものであること。 

②建築・都市・まちづくりに関する様々な問題に対応する論理的思考力を有することを証明するに

足るものであること。 

設計 

①建築学に関する専門的な知識と、現実の諸課題に対して実践的貢献を果たす総合的な設計力

を備えていることを証明するに足るものであること。 

②建築・都市・まちづくりに関する様々な問題に対応する論理的思考力を有することを証明するに

足るものであること。 

 

 

２　審査項目 

論文 

①論文の背景にある学術的な意義が認められること。 

②研究内容に新規性、創造性、および建築・都市・まちづくりの分野に対する応用的価値が認めら

れること。 

③論文の構成及び論述が適切で、一貫した論理性が認められること。 

④研究主題に関する先行研究を踏まえたものであると認められること。 

⑤十分な倫理的配慮を持って研究に臨んだものと認められること。 

設計 

①設計の背景にある社会的な意義が認められること。 

②設計内容に新規性、創造性、および建築・都市・まちづくりの分野に対する応用的価値が認めら

れること。 

③建築・都市・まちづくりの分野における実践的な提案が含まれていると認められること。 

④設計主題に関する社会的動向を踏まえたものであると認められること。 

⑤十分な倫理的配慮を持って設計に臨んだものと認められること。 

 

 

３．審査委員の体制 

　修士研究（論文・設計）の審査及び最終試験は、研究会委員会が選出する審査委員が行う。審査

委員は、指導教員以外の教授を主査とし、副査として当該研究の内容に応じた研究分野及び関連

分野担当の教員を加えるものとする。 

 

 

 

 



４．審査方法 

　３回の報告会を経て、最終審査が行われる。最終審査は審査員３名による非公開の口頭試問と

し、上記の評価項目により総合的に評価する。 

 

 

５．学位授与までの日程 

１年次 4月 指導教員決定 

12月 修士課程１年次報告会 

２年次 4月 修士論文・修士設計題目届出 

7月 前期中間発表会 

10月 修士論文・修士設計最終届出 

12月 後期中間発表会 

2月 修士論文・修士設計提出 

修士論文・修士設計発表会 

審査及び口頭試問 

3月 課程修了判定、学位授与 


